
心理学的タイプ論（ MBTIなど）や臨床的診断名（ ADHD、 ASD、 LD
など）は、人間の複雑な内面を単純化する「ラベリング（レッテル貼り）」として批判される
ことがあります。個人の固有性を見落とし、ステレオタイプを助長する危険性があるためです
。

しかし、認知特性の「傾向（プロット）」として構造的に捉えるならば、これらは自己理解や
支援の質を高めるための強力なコンパスとなり得ます。本稿では、 MBTI
の各心理機能（認知スタイル）と、発達障害（ Neurodivergence
）の特性に見られる親和性を、科学的・実務的観点から整理・統合します。

特徴 : 注意の多方向への拡散、過剰集中（ Hyperfocus
）、衝動性、高いエネルギー、新規性への強い欲求、非定型的な時間感覚。
親和性の高い MBTIタイプ : ENFP, ENTP, ESFP
構造的分析 :

外向的直感（ Ne）や外向的感覚（ Se
）が優位なタイプは、常に外部からの刺激や新しいアイデアを求めるため、
ADHDが持つ「情報の多角的処理・アイデアの飛躍」と高い相似性を示します。
内的な動機づけ（ Fi/Ti）と組み合わせることで爆発的な創造性を発揮する一方、 J
（判断機能）の補佐がない場合、計画の維持やタスクの切り替えに困難（実行機
能の障害）が生じやすくなります。

特徴 :
独自のこだわり、論理的・体系的思考、社会的な暗黙の了解の読み取りにくさ、感覚

MBTI
と発達障害の相関・傾向分析：ラベリング
の功罪と認知特性の構造的理解

1. はじめに：ラベリング批判への視座と本稿の目的

2. 発達障害の主要特性と MBTI認知機能の接続点
① ADHD（注意欠如・多動症）傾向と MBTI

② ASD（自閉スペクトラム症）傾向と MBTI



過敏・鈍麻、パターンの固執。
親和性の高い MBTIタイプ : INTJ, INTP, ISTJ, INFJ
構造的分析 :

内向的思考（ Ti）や内向的直感（ Ni
）を主機能に持つタイプは、外部の社交辞令よりも「内なる論理構造」や「普遍
的な真理・システム」を重視します。この傾向は、 ASD特有の「システム化脳（
Systemizing）」や、細部へのこだわり、情報の客観的処理と強く共鳴します。
また、 Fe（外向的感情）が劣等機能や第 3
機能にある場合、情緒的な同調圧力よりも論理的整合性を優先するため、定型発
達社会において「コミュニケーションのズレ」として観測されやすくなります。

特徴 : 「安定と秩序（ ASDの予測可能性・構造化）」を求める欲求と、「刺激と変革（
ADHD
の新規性追求・多動性）」のアクセルとブレーキが同時に全開になる複雑な矛盾。内
発的な矛盾による慢性的な脳内摩擦（ Internal Friction）。
親和性の高い MBTIタイプ : ENTP, ENFP, INTJ, INTP（特に外向的直感  Ne
や内向的直感  Ni を主・補助に持つ直感系ハイブリッド）
構造的分析 :

認知のジレンマ : 外向的直感（ Ne
）による「次々と湧き出るアイデアや拡散的な興味（ ADHD
）」と、内向的思考（ Ti）や内向的直感（ Ni
）による「完璧な論理・構造の構築（ ASD
）」が同時に働くため、頭の中が常に高速度で回転し、アイデアの奔流とそれを
精緻に組み立てたい欲求が激しくせめぎ合います。
エネルギーの二面性 : 社会的規範や構造（ J的側面・ ASD
）を重んじつつも、ルーティンに耐えられず劇的な変化を希求する（ P的側面・
ADHD
）ため、外見的な適応の裏で激しいエネルギー消耗（バーンアウトのリスク）を
伴いやすい特性を持ちます。

特徴 :
感覚的・感情的な情報の過剰な処理、深い情報処理、共感力の高さ、環境の刺激（音
・光・人の機嫌など）に対する高い敏感さ。 ※発達障害とは異なる神経生物学的気質。
親和性の高い MBTIタイプ : INFJ, INFP, ISFJ
構造的分析 :

内向的直感（ Ni）や内向的感情（ Fi
）を深く持つタイプは、周囲の微細な変化や他者の感情の揺らぎを無意識かつ高

③ AuDHD（ ASD ＋  ADHD）傾向と MBTI

④ HSP（ Highly Sensitive Person / 感受性過敏系）傾向と MBTI



速にキャッチアップします。
Feや Fi
が外部のエネルギーをダイレクトに吸収してしまうため、適切な「境界線の設定
（ Boundaries
）」や定期的な遮断（一人の時間）がないと、慢性的な感覚過負荷に陥りやすい
脆弱性を持ちます。
※HSS（ High Sensation Seeking：刺激追求型）や HSE（外向型 HSP
）の視座 : HSPの中でも、内省的でありながら強い新規刺激や冒険を求める「
HSS型」は ENFPや INFJ
のなかに見出されやすく、感受性の高さと外向的探索欲求が同居する複雑なグラ
デーションを形成します。

特徴 :
これら個別の特性は、実際の内面において単体で存在することは稀であり、多くは「
HSPの過敏な感受性」「 ASDの構造化・こだわり」「 ADHD
の新規性追求」が複雑に重なり合う トリプルコンボ として現れます。
構造的分析 :

異なるレイヤーの特性（神経学的気質としての HSP、臨床的診断領域としての
ASD/ADHD、心理学的類型としての MBTI
）が同時に稼働することで、内的な矛盾（アクセルとブレーキの同時全開）が極
限まで高まります。
これをバラバラのラベリングとして捉えるのではなく、「多層的な認知のグラデ
ーション」として統合的に俯瞰することで初めて、その圧倒的な創造性と、それ
に伴う深遠な生きづらさの全体像を正確に把握することが可能となります。

発達・気質特性の傾
向

共鳴しやすい MBTI
タイプ群

主な認知の共通項・
強み

注意すべき脆弱性・
リスク

ADHD
（優勢・混合型）

ENFP, ENTP, ESFP アイデアの創出、柔軟
性、情熱、マルチタス
ク的な知覚

慢性的な疲弊、タスク
の未完遂、注意力散漫

ASD
（自閉スペクトラム
系）

INTJ, INTP, ISTJ 圧倒的な専門性、論理
的整合性、高い分析力

変更への適応コスト、
感覚情報の過負荷、孤
立感

⑤ 多層的レイヤーの統合：「トリプルコンボ（ HSP ＋  ASD ＋
ADHD）」の構造

3. 代表的なプロット（傾向まとめ）



AuDHD（ ASD ＋
ADHD複合）

ENTP, ENFP, INTJ,
INTP

爆発的な創造性と構造
化能力の融合、多角的
な問題解決力

矛盾する欲求による激
しい脳内疲弊、実行機
能の麻痺、慢性的なオ
ーバースペック感

HSP / 感受性過敏系 INFJ, INFP, ISFJ 深い共感力、美的感受
性、内省的洞察（
※HSS/HSE
等のグラデーション含
む）

他者の感情の過剰な吸
収、感覚過負荷、バー
ンアウト

トリプルコンボ（
HSP ＋  ASD ＋
ADHD）

INFJ, ENFP, INTP,
INTJ 等の直感優位型

極限の多角思考、圧倒
的な共感性と構造化能
力の融合

複雑な内面的矛盾によ
る重度のバーンアウト
、情報過負荷

1. 自己受容と自己免罪のバランス :
「なぜ自分は普通にできないのか」という自責の念を、「自分の脳の配線（認知アー
キテクチャ）がこういう仕様なのだ」と客観視することで、自尊心の崩壊を防ぎます
。

2. 適切な環境設計（アコモデーション） :
定型発達向けの環境に無理に適応するのではなく、自身の MBTI
的特性と発達的・気質的傾向に合わせた外部ツール（タスク管理の自動化、感覚刺激
の遮断など）を導入できます。

3. 他者理解の拡張 :
「他人が自分と異なる世界の見方をしている」という当然の事実を、構造モデルを通
じて理解することで、無用な対人摩擦を軽減します。

MBTIも発達障害の診断も、人間を「箱に閉じ込めるため」のものではありません。むしろ、
「自分がどのような地図を持ってこの世界を歩いているのか」を知るための航海図
です。

HSP、 ASD、 ADHD
といった多層的な特性が複雑に絡み合うトリプルコンボの視点も含め、ラベリングの功罪を自
覚しつつ、個人の尊厳と多様性を守るための「共通言語」として、これらを賢く使いこなして
いきましょう。

4. なぜ「プロット」が必要なのか：臨床的・実務的意義

5. 結び：ラベリングの呪縛を超えて
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